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令和７年二十歳のつどい

今 月 の 表 紙

　１月12日（日）、保健福祉センターで令和７年二十歳のつどいが開催されました。
　式典が始まる前には、仲間と再会し、懐かしむ姿やお互いの成長を喜び合う姿などがあり、きらびやかに着
飾った晴着、凛々しいスーツ姿で嬉しそうに写真を撮っていました。
　式典では矢野町長より祝福と励ましの言葉が贈られたあと、代表の吉村修平さんが答辞で抱負と決意を述べ
られました。また、今年は古関菜々穂さんが司会、進行を務められました。
　式典後には、二十歳のつどい実行委員会主催のイベントが行われ会場は大盛り上がりでした。
　男性95名、女性84名の合計179名が二十歳を迎えられました。

町長
だより

（晴れ着姿で再会を喜ぶ参加者） （式典の様子）

　毎年のことですが、特に各種行事が集中する１月はあっと
いう間に過ぎてしまいました。
　本年は６日が仕事始めで例年よりゆったりとしたスタート
となりましたが、職場での「年頭挨拶」から町内外の関係先
への「挨拶回り」、朝日小学校の「開校150周年記念行事」、
川越町との「消防合同出初式」、そして、町外にお住まいの
12名を含め160名の若人に出席していただいて、晴やかで
明るい式典となりました「二十歳のつどい」と大きな行事が
続きました。そして、それぞれの行事が、関係者の皆さまの
事前の周到な準備のお陰で極めて円滑に運営されましたこと
に感激すると共に心より感謝申し上げます。
　行政運営においては、白梅東自治区での「タウンミーティ
ング｣、物価高騰の影響を受けた生活者等への支援事業予算を
審議していただいた｢臨時議会｣、さらに新庁舎建設基本計画
(案)に関する「住民説明会」開催等の重要行事が目白押しの
状態でした。

　このような状況下で､13日の夜には宮崎県日向灘沖で大きな
地震が発生して気象庁が 「南海トラフ地震臨時情報 (調査中) ｣
を発表したことから､当町でも警戒体制設置の検討等を行ない
ました。
　幸い､南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会の結果は｢今回
の地震が直ちに危険な状況につながる可能性は低い｣ということで
安堵しましたが、町民の皆さまには、｢大規模地震発生の可能性がな
くなったわけではない」という気持ちを持っていただくと共に「日頃
からの地震への備え」を徹底していただきますようにお願い致しま
す。
　結びに、まだまだ寒さが続くことが予想されますが「インフル
エンザ」の大流行と「コロナ感染症」も収まっておりませんので
くれぐれも「健康管理」にご留意いただきますようにお願い致し
ます。

　　令和７年２月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　町長　矢野純男

参考　「日頃からの地震への備え」について
　　　＊ハザードマップ等による危険箇所の確認
　　　＊緊急時の家族との連絡方法等についての話し合い
　　　＊家の耐震化や家具の固定等の安全対策の実施
　　　＊非常持ち出し品・備蓄品の準備と確認
　　　＊近所の方との避難場所・避難経路の確認


